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M87は近傍 (z = 0.00436)に位置するおとめ座銀河団の中心銀河である。有名なクールコアを持ち、AGN–ICM
相互作用が示唆される (e.g., Fabian 1994, Werner et al. 2010)。これらの AGNフィードバックによるガスの運
動を直接測定するために、X線天文衛星XRISMはM87中心と北西、東/南西を計∼600 ks観測した。
中心および北西領域の Resolveの X線スペクトルを解析した結果、速度分散は中心付近で約 260 km s−1ほど

あるが、中心を外れると急激に低下することがわかった。特にAGN電波ローブから離れた中心から北西 20 kpc
ほどでは 100 km/sを下回る。また、この方向のバルク速度は全ての領域でM87の運動と一致し、外縁へ向かう
ほどわずかに blue shiftする傾向を捉えた (XRISM Collaboration, 2025 in prep)。本講演では、これら Resolve
の観測結果を示し、AGNフィードバックのモデルと比較する。また、東と南西領域の結果も併せて報告する。


